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令和７年９月決算審査特別委員会 

 

令和７年９月８日（月曜日） 

 

 

◎ 出欠席委員氏名 

 

     林        智  委員長       鈴  木  英  友  副委員長 

 

出 席 委 員（１３名） 

 １番 漆 山 光 春 委員  ２番 東海林 信 弘 委員  ３番 林     智 委員 

 ４番 増 川 憲 一 委員  ５番 安孫子 真 弥 委員  ６番 木 村 章 一 委員 

 ７番 奥 山 英 幸 委員  ８番 安 達 智 勇 委員  ９番 佐 藤 修 二 委員 

１０番 鈴 木 英 友 委員 １１番 石 垣 光 洋 委員 １２番 細 矢 誓 子 委員 

１３番 吉 田 芳 美 委員   

 

欠 席 委 員（０名） 

 

◎ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 真 木 秀 章 事 務 局 長  田 川 美和子 専 門 員 

 岡 崎 美 穂 議 事 係 長   

 

◎ 説明のため議場に出席した者の職氏名 

 森 谷 俊 雄 町 長  河 内 耕 治 副 町 長 

 板 坂 憲 助 教 育 長  清 野 一 晴 監 査 委 員 

 日 塔 俊 浩 
防災・危機管理監兼 
総 務 課 長  大 泉 正 博 防災危機管理課長 

 牧 野 隆 博 
政 策 推 進 監 兼 
企 画 財 政 課 長  日下部 敦 子 くらし応援課長 

 今 田 史 明 生活環境企画主幹  軽 部 昭 博 税 務 町 民 課 長 

 矢 作   勲 健 康 福 祉 課 長  池 田 恵 子 こどもみらい課長 

 佐 藤 晃 一 
農林振興課長併 
農業委員会事務局長  軽 部 広 文 商 工 観 光 課 長 

 奥 山 明 子 雛とべに花の里推進主幹  土 方 一 郎 都 市 整 備 課 長 

 松 田 浩 一 上 下 水 道 課 長  鈴 木 淳 子 
会 計 管 理 者 兼 
会 計 課 長 

 宇 野   勝 学 校 教 育 課 長  秋 場 弘 昭 生 涯 学 習 課 長 
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 佐 藤 晃 一 
総務課長補佐兼 
働き方改革推進係長  丹 野 晋 尚 

企画財政課長補佐兼 
財 政 係 長 

 

◎ 委員会日程 

 

令和７年９月８日（月） 本会議休会後 

 

 委員会日程第１号 

    １  臨時委員長の紹介 

    ２  臨時委員長のあいさつ 

    ３  決算審査特別委員会開会、開議 

  日程第１   委員長の互選 

  日程第２   会議録署名委員の指名 

  日程第３   副委員長の互選 

  日程第４   付託案件の審査、採決 

    議第４３号  令和６年度河北町一般会計歳入歳出決算認定について 

延  会 

 

◎ 本日の会議に付した事件 

       委員会日程第１号のとおり 

 

◎ 開   議 

午後１時４６分 

○真木事務局長 ただいま決算審査特別委員会が

設置されましたが、委員長がまだ定まってお

りません。したがいまして、河北町議会委員

会条例第８条第２項の規定により、委員長が

選出されるまでの間、12番細矢誓子委員が臨

時に委員長の職務を行うことになります。 

   12番細矢誓子委員をご紹介します。12番細

矢誓子委員、よろしくお願いいたします。 

○細矢臨時委員長 委員長が選出されるまでの間、

私が臨時委員長の職務を行いますので、よろ

しくご協力をお願いいたします。 

   本日の欠席通告委員はありません。 

   ただいまの出席委員数は13名であります。

定足数に達しておりますので、これから決算

審査特別委員会を開会いたします。 

   直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の委員会日程は、お手元に配付のとお

りであります。 

○細矢臨時委員長 日程第１、委員長の互選を行

います。 

   お諮りします。互選の方法は、申合せによ

り指名推選によることとし、臨時委員長にお

いて指名することとしたいと思います。これ

に異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、委員長の互選につきましては指名

推選とし、臨時委員長から指名することとい

たします。 

   それでは、３番林智委員を指名します。 

   お諮りします。ただいま指名しました３番

林智委員を委員長とすることに異議ありませ



- 127 - 

んか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、３番林智委員は決算審査特別委員

会委員長に当選されました。 

   当選されました３番林智委員が議場におら

れますので、本席から当人に告知いたします。 

   ３番林智委員、委員長就任のご挨拶をお願

いいたします。 

○林委員長 一言ご挨拶申し上げます。 

   ただいま皆様方のご推挙によりまして、決

算審査特別委員長という大役を仰せつかりま

した。誠に光栄とは存じますが、責任の重大

さを改めて感じているところであります。 

   決算審査に当たっては、町民の立場に立っ

てチェック機能を十分に生かし、委員皆様の

質疑が活発になるよう、また、スムーズな委

員会審議となるよう心がけたいと思います。 

   何とぞ委員各位のご理解とご協力を賜りま

すよう心からお願い申し上げます。 

   これで就任の挨拶とさせていただきます。 

○細矢臨時委員長 以上で決算審査特別委員会委

員長の互選を終わります。 

   これで私の臨時委員長の職務が終わりまし

たので、委員長と交代いたします。ご協力、

誠にありがとうございました。 

   委員長と交代の間、このまま休憩といたし

ます。 

     休 憩  午後１時５１分 

     再 開  午後１時５４分 

○林委員長 休憩を解いて再開します。 

   本委員会開催の間、庄司総務課長補佐兼働

き方改革推進係長、丹野企画財政課長補佐兼

財政係長の出席を認めておりますので、ご了

承ください。 

○林委員長 日程第２、会議録署名委員の指名を

行います。 

   お諮りします。本委員会に会議録署名委員

を指名することになっております。委員長か

ら指名したいと思います。これに異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本委員会に会議録署名委員を置き、

委員長より指名します。 

      ７番 奥 山 英 幸 委員 

      ６番 木 村 章 一 委員 

  の両名を指名します。 

○林委員長 日程第３、副委員長の互選を行いま

す。 

   お諮りします。副委員長の互選については

指名推選とし、委員長から指名したいと思い

ます。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、副委員長の互選につきましては指

名推選とし、委員長から指名することにしま

す。 

   それでは、10番鈴木英友委員を指名します。 

   お諮りします。ただいま指名しました10番

鈴木英友委員を副委員長とすることに異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、副委員長には10番鈴木英友委員が

当選されました。 

   当選されました10番鈴木英友委員が議場に

おられますので、本席から当人に告知します。

よろしくお願いします。 

   お諮りします。本委員会の議事運営につき

ましては、議会運営申合せ事項により、質疑

の回数は制限を問わず、質疑は一括して行い、

質疑の時間は40分とします。また、その他の

議事運営は、委員会条例及び会議規則、本会

議運営に準じて行いたいと思いますが、これ

に異議ありませんか。 
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   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認め、そのように執り行います

ので、よろしくお願いします。 

○林委員長 日程第４、付託案件の審査、採決を

行います。 

   本委員会に付託された案件は、 

  議第４３号 令和６年度河北町一般会計歳入

歳出決算認定について 

  議第４４号 令和６年度河北町国民健康保険

特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

  議第４５号 令和６年度河北町西里財産区特

別会計歳入歳出決算認定につい

て 

  議第４６号 令和６年度河北町介護保険特別

会計歳入歳出決算認定について 

  議第４７号 令和６年度河北町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

  議第４８号 令和６年度河北町水道事業会計

の剰余金処分及び決算認定につ

いて 

  議第４９号 令和６年度河北町下水道事業会

計の剰余金処分及び決算認定に

ついて 

  の７議案であります。 

   委員長から申し上げます。 

   決算審査特別委員会でありますので、一般

質問に類するような発言は避けてくださるよ

うお願いします。 

   順次、審査を進めます。 

○林委員長 議第43号令和６年度河北町一般会計

歳入歳出決算認定についてを議題とします。 

   質疑の順序でありますが、最初に歳出の１

款議会費から４款衛生費まで、次に５款労働

費から８款土木費まで、次に９款消防費から

14款予備費まで、次に歳入全款及び実質収支

に関する調書、最後に財産に関する調書と区

別して行います。 

   なお、質疑の際は、最初にページ数、款、

項、目、節を示し、さらに質疑の内容を簡潔

明瞭に述べてください。また、答弁する当局

側は、質疑内容に対し漏れなく、かつ簡潔に

答弁してくださるようご協力お願いします。 

   それでは、１款から４款までの質疑の通告

を求めます。 

   （５番、６番、７番、８番、10番、11番、

13番の通告あり） 

   確認します。５番安孫子真弥委員、６番木

村章一委員、７番奥山英幸委員、８番安達智

勇委員、10番鈴木英友委員、11番石垣光洋委

員、13番吉田芳美委員、落ちありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

   それでは、１款から４款までの質疑に入り

ます。 

   初めに、「５番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 では、私のほうから質疑させてい

ただきます。 

   初めに、決算書52、53ページ、２款１項２

目職員研修費についてお伺いします。 

   今年度から自主研修がスタートしているか

と思いますが、その中で、「能登半島地震の

教訓をこの先へ」という研修と、あとは「地

域に残る祭りの持続可能な運営と継承体制の

再構築」という研修をされているかと思いま

すが、こちらの研修をしてみての、どんな学

びがあったのかをお伺いできればと思います。 

   続きまして、52、53ページ、２款１項３目

会計管理費の中の庁用器具費についてであり

ます。税公金ステーションを導入されたかと

思いますけれども、導入してみての効果につ

いてお伺いします。 

   続きまして、52、53ページ、２款１項４目

企画財政費についてお伺いします。デジタル

トランスフォーメーションに向けた取組を行

ったかと思うんですけれども、令和６年度は
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どの程度の進捗があったと考えるかお伺いし

ます。 

   また、あわせまして、生成ＡＩツールの試

行をされたかと思うんですけれども、どんな

業務に試行しまして、またその有効性の検証

の結果はどうだったのかをお伺いします。 

   続きまして、64、65ページ、２款３項１目

戸籍住民基本台帳費の中の庁用器具費につい

てお伺いします。 

   キャッシュレス決済対応窓口用レジスター

を購入されたかと思うんですけれども、こち

らについても導入してみての効果をお伺いし

ます。 

   また、78、79ページ、３款２項１目児童福

祉総務費の中で、婚活支援事業委託料につい

てお伺いします。 

   先日の決算調査の中で、第１回目のイベン

トでは16名中、町内からの参加者が０名、ま

た第２回では15名中、町内からの参加者が３

名とお伺いしているんですけれども、この町

内からの参加者が少ない理由と、また今後の

事業の継続についてどのように考えているの

かお伺いします。 

   以上です。 

○林委員長 「日塔防災・危機管理監兼総務課長」 

○日塔防災・危機管理監兼総務課長 職員研修費

の自主研修についてのお問合せということで

お答えしたいと思います。 

   自主研修につきましては、昨年度、令和６

年度は３件実施しているところでございます。 

   この自主研修につきましては、あらかじめ

設定したテーマというものを総務のほうから

お出しさせていただきまして、研修をしてい

ただくという形、スタイルでやらせていただ

いたところでございます。 

   昨年度につきましては、３つの自主研修が

行われたところでございます。 

   １つが「能登半島地震の教訓をこの先へ」

というものでございます。こちら、人数につ

いては２人ということで、こちら、実際、現

場のほうに、現地のほうに出向いての研修と

いうものではなくて、オンライン研修という

ことでございます。研修の内容としましては、

実際、災害が起きた場合、どのような対応を

しているかというところでの、河北町でも当

然、地震ということの可能性というのは、山

形盆地断層帯とかございますので、その対応

というところでの研修となったところでござ

います。研修内容としては、能登半島の地震、

熊本地震とか、復興への取組ということで、

大きなものでございますけれども、自然に対

してちょっと逆らうことができませんので、

それを受けてどのような取組をしていったか

ということでの内容でございます。 

   続きまして、２つ目が「小中一貫型小学校・

中学校の特色、住民理解に向けたプロセス」

という研修でございます。こちら、職員４名

で参加させていただいて、東京のほうに出向

いての研修ということでございます。中身的

には小中一貫型の小学校・中学校の整備の先

進地視察ということでの情報収集ということ

でございます。町のほうでも、今後、小中一

貫校ということで、頭にありますので、その

研修ということでの中身になっております。 

   ３つ目が「地域に残る祭りの持続可能な運

営と継承体制の再構築」というものでござい

ます。こちら職員３名での参加、研修先につ

きましては東京というところでございます。

全国の祭りの課題解決ということでございま

すけれども、それの事業展開、河北町にはど

んがまつりとか、各地区にお祭りございます

けれども、その継承と、あといろんな展開と

いうところでの研修を行ってきたということ

でございます。 

○林委員長 「鈴木会計管理者兼会計課長」 

○鈴木会計管理者兼会計課長 決算書52、53ペー
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ジ、２款１項３目会計管理費の中の庁用器具

費、税公金ステーションを導入しての効果に

ついてお答えいたします。 

   導入の効果につきましては、大きく分けて

２つ挙げられるかと思います。 

   １つが、町民の方に対しての利便性の向上、

２つが職員の負担軽減、この２つが挙げられ

るかと思います。 

   １つ目、町民の利便性向上につきましては、

納付時の待ち時間の短縮、窓口での待ち時間

の短縮ということで、特に納付書発送直後、

納期限近くの繁忙期につきましては、窓口に

おいての待ち時間が短縮していると思われま

す。また、窓口納付につきましては、受付票

の記載等がありますけれども、公金ステーシ

ョンの場合はその記載が不要となります。ま

た、町民の方にとって、納付方法の選択肢が

増えたということで、この３つが利便性向上

というふうに挙げられるかと思います。 

   ２つ目、職員の負担軽減につきましては、

職員の窓口業務の負担軽減ということで、12

月に税の公金ステーションを導入しましたが、

12月から３月までの間で、公金ステーション

の利用件数につきましては、延べ460件あった

ところでございます。その間、窓口の件数に

つきましては、令和５年度1,427件あったのに

対しまして、令和６年度は1,045件と、382件

の減少につながっております。また、今年度

でありますが、４月から８月ですけれども、

令和６年度2,462件、窓口納付がありましたけ

れども、今年度は1,662件と、800件の減少と

大きな減少につながっているところでござい

ます。 

   また、町民の方に、12月から３月にかけて

アンケートのほうも、簡単なものですけれど

も実施いたしました。328名の方からご協力い

ただきました。処理時間、操作方法、今後も

利用したいかについての３項目ですけれども、

お答えいただいております。その結果、処理

時間について、「早い」と答えられた方が62％

ほど、「操作方法が簡単である」と答えた方

が54％で、今後も利用したいかということに

対して、「はい」と答えられた方が232名の70％

ほどということで、利用された方にとっては、

おおむね好評であったと捉えているところで

ございますので、税の交付金ステーションの

導入の効果については、大きくあったという

ふうに認識しているところでございます。 

○林委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 決算書52、53

ページ、２款１項４目企画財政費に関係して、

ＤＸの取組、どんなものがあったかというこ

とでありますが、令和６年度のＤＸの取組と

しましては、まず、１つ目としまして、ＤＸ

推進アドバイザーのほうを町のほうで委嘱し

ております。専門的な見地のほうからいろん

なＤＸ推進についてのご助言なんかをまずは

いただいているところであります。 

   ２つ目としまして、国の地域経済分析シス

テムＲＥＳＡＳ（リーサス）というものがご

ざいますけれども、それを使うための研修会

を開催したところであります。東北経済産業

局のほうからご協力をいただいて実施してお

ります。 

   ３つ目としまして生成ＡＩツールの試行と

いうことで、業務の効率化にどの程度使える

かということで、６年度はまずは試行という

ことで導入して使ってみたところであります。 

   ４つ目としまして、デジタル田園都市国家

構想交付金を活用しまして、４つの事業に取

り組んでおります。 

   １つが、河北町の公式ＬＩＮＥの活用とい

うことで、メニューの設定とかセグメント配

信などの機能拡張を行ったところであります。 

   ２つ目が、証明書のコンビニ交付というこ

とで、コンビニのほうでマイナンバーカード
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を活用して住民票の写し、印鑑証明書を取得

できるようにしたところであります。 

   ３つ目が、公金収納サービス向上というこ

とで、今、会計管理者のほうからも説明あり

ましたが、収納できる機械とか窓口、税務町

民課のほうの窓口のキャッシュレス対応なん

かの導入をしたというところであります。 

   ４つ目が、ＧＩＧＡスクールの構想に向け

たデジタル化推進ということで、電子黒板21

台の導入とか、連絡網のアプリとか、谷地高

での学習支援のアプリなんかをそれぞれ導入

したところであります。 

   大きく、あとやったのが、戸籍証明書のオ

ンライン申請ということで、オンライン申請

いろんなもの取り組んでおりますけれども、

スモールスタートとしまして、戸籍の謄抄本、

戸籍の附票の写しなんかとか、あと、相続と

かでよく出生から死亡までの戸籍が必要にな

りますけれども、そういったものがオンライ

ンで請求できるような取組を行っているとこ

ろであります。 

   今年度に、あとは続いております自治体シ

ステムの標準化、今年度メインで進めており

ますけれども、令和６年度からもう移行のた

めの調査なんかもやっていたところでありま

す。 

   生成ＡＩツールのところは、特にちょっと

質問ありましたので、どういった業務に使っ

ているかということでありますけれども、資

料の作成、取りまとめであったりとか、議事

録の要約であったりだとか、いろんなアイデ

ア出しなんかに、業務として使っていてもら

ったようであります。試験導入も好評であり

ましたので、今年度６月から本格導入をして

いるところであります。 

   以上です。 

○林委員長 「軽部税務町民課長」 

○軽部税務町民課長 決算書64ページ、65ページ、

２款３項１目戸籍住民基本台帳費の中の庁用

器具費ですけれども、キャッシュレス決済対

応レジスターの購入の効果についてというこ

とでありますけれども、住民の方の利便性向

上と、あと職員の負担軽減ということで、会

計管理者からありましたような、同じような

内容で導入させていただきました。 

   その結果ですけれども、昨年の12月から今

年の８月まで、今、傾向を探っているところ

でありますけれども、大概は現金給付が多い

んですけれども、中にはクレジット、電子マ

ネー、ＱＲコードというふうに使えるように

なっていますので、徐々に利用が増えている

という認識であります。今現在の累計で見ま

すと、現金が95％ぐらいで全体を占めている

と。それ以外でクレジットで1.3％、電子マネ

ーで0.8％、ＱＲで2.8％というような内容に

なっていますので、今後は多分もっと増えて

いくだろうというふうに予想を立てていると

ころであります。 

   以上です。 

○林委員長 「池田こどもみらい課長」 

○池田こどもみらい課長 決算書の78ページ、79

ページ、３款２項１目児童福祉総務費の中の

婚活支援事業委託料についてであります。 

   町内からの参加者が少ない理由ということ

でありますが、こちらのほうは、町内での婚

活イベントということは、あまり近くて町内

の人は敬遠しがちな傾向があるのではないか

というふうに思っているところです。 

   町内の方ですが、他市町村で開催されるイ

ベントのほうには参加しているようでありま

す。 

   今後の事業の継続ということでありますが、

令和７年度も２回予定しております。令和５

年度の婚活イベントのほうでマッチングされ

た方、河北町の方になりますが、こちらの方、

令和６年度にご成婚されたという報告もあり
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ますので、結婚を望む方へは、結婚相談所で

の相談や婚活イベントなどを行い、希望がか

なうように支援をしていきたいと思っている

ところです。 

   以上です。 

○林委員長 「５番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 再質疑します。 

   52、53ページの職員研修費について、内容

を教えていただいたところだったんですけれ

ども、これらの内容を河北町に生かすとした

場合、どのようにしたら生かせるのかと考え

ているのかをお聞きします。 

   また、続きまして、52、53ページの会計管

理費について再度お伺いします。 

   こちらの公金ステーションの利用率と、ま

たは機械への適応状況についてお伺いします。

恐らく高齢の方はなかなか大変苦労をされる

のかなと思うんですけれども、そのあたりの

サポート状況などもお聞かせください。 

   続きまして、52、53ページの企画財政費に

ついてお伺いします。 

   先ほどご紹介いただいたんですけれども、

今後ＤＸへの取組方についてどのように力を

入れていこうと考えているのかをお聞きしま

す。 

   また、生成ＡＩツールについて本格導入す

るということだったんですけれども、今後の

利用方針などあればお伺いします。 

   続きまして、64、65ページの戸籍住民基本

台帳費についてお伺いします。 

   利便性と職員の負担軽減につながっている

ということだったんですけれども、317万

9,000円と、そこそこ費用がかかっているかと

思うんですけれども、費用対効果についてど

のような評価をしているのかをお伺いします。 

   また、78、79ページの婚活支援事業費事業

委託料についてお伺いします。 

   こちらも125万3,000円と費用がかかってい

るんですけれども、こちらの費用対効果をど

のように考えているのかお伺いします。 

   以上です。 

○林委員長 「日塔防災・危機管理監兼総務課長」 

○日塔防災・危機管理監兼総務課長 自主研修の

内容について、どのように町として生かして

いくのかというご質問でございます。 

   まず、自主研修というものでございますけ

れども、決められたメニューに参加するとい

うものではございませんで、自主的に、この

ようないろいろチームを組みまして、テーマ

を決めて、そこに参加するという内容になっ

ているものでございます。 

   実際、研修先に行っての研修でございます

けれども、自分たちが当然テーマを持って研

修に行くわけでございますが、お話を聞く中

で、町に合うもの、極端な話をさせていただ

ければ、これは取り入れるもの、取り入れる

べきもの、そうではないかななんていうふう

な、いろんな考えを持って研修をしてくると

いうことでございます。自由な発想を持って

研修に当たっていただいているという研修に

なりますので、それをもって、今後、ちょっ

とすぐさまその対応ができるようなものでな

くても、その研修に行った方々で、その後も

ちょっと話なんかしてもらいながら、今後ど

うしていったらいいかななんていうことで、

思いをはせていただくというのも研修の中の

一つかなというふうに思っております。 

   繰り返しになりますけれども、町ですぐ施

策に取り組む、取り組めるとか、取り組むべ

きとかというちょっと研修ではなくて、今後

に向けた職員のスキルアップ、モチベーショ

ンアップといったところでの研修とさせてい

ただいているところでございます。 

○林委員長 「鈴木会計管理者兼会計課長」 

○鈴木会計管理者兼会計課長 ２款１項３目会計

管理費の庁用器具費、税の公金ステーション
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についての、利用率等についてのご質問にお

答えさせていただきます。 

   利用率につきましては、今年度４月から８

月の状況について申し上げさせていただきま

す。 

   利用率ですけれども、窓口の件数が1,662

件、公金ステーションの利用件数が986件とな

っております。大体37％ほどの利用率となっ

ております。 

   委員おっしゃるとおり、ご高齢の方はどう

しても機械の操作とか慣れないという方も多

く見受けられますが、令和６年度におきまし

ては、会計年度任用職員の方に、公金ステー

ションへの誘導や操作の説明のほうをさせて

いただいたところです。 

   今年度は、職員のほうが操作等、分からな

いといったような場合には、職員が赴きまし

て対応させていただいているといったような

状況となっております。 

○林委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 初めに、生成

ＡＩの利用方針でありますけれども、利用の

仕方はいろいろあるかと思うので、いろんな

ものに使ってもらって構わないかとは思いま

すが、利用するデータの入力の仕方とか、そ

ういったところが一応、こういうものは駄目

ですよとかという利用指針を町のほうでつく

って、それをもって運用してもらっています。

特に個人情報とかそういった情報を入れてし

まうと、データが蓄積なるというおそれがあ

りますから、そういったもののデータの取扱

いについては十分注意して使うようになって

おります。基本的には使わないという方針の

指針を一応つくって、そういったものをつく

って運用してもらっているものであります。

ただ、いろんなものに使ってもらっていいの

かなというふうには思ってはいます。 

   今後のＤＸ、どういったことをということ

でありますけれども、決算審査なのでここで

答えるべきなのかどうかもありますが、いろ

んなことを全国の自治体で取り組んでいる情

報が、毎月のようにいろんな資料が来ます。

そういったものの中から、もしいいようなも

のがあれば、町でも当然取り組みたいという

ふうには思いますけれども、基本的に、町民

の利便性が上がって、なおかつ職員の負担が

減るようなものがいいというふうには思って

いますので、そういったものでいいものがあ

れば、国の交付金なんかを活用して積極的に

導入はしていきたいなというふうには考えて

います。 

○林委員長 「軽部税務町民課長」 

○軽部税務町民課長 キャッシュレス決済対応レ

ジスターの費用対効果ということだと思いま

すけれども、一概に費用対効果ということは

なかなかはかれないのかなというふうに思っ

ているところです。 

   先ほどもありましたように、住民の利便性

の向上と、あと職員の負担の軽減というとこ

ろで導入を決めておりますので、費用対効果

についても、今後も計算していきますけれど

も、今のところはそういった考えであります。 

   以上です。 

○林委員長 「池田こどもみらい課長」 

○池田こどもみらい課長 78、79ページ、３款２

項１目児童福祉総務費の中の婚活支援事業委

託料125万3,000円の費用対効果ということで

ありますが、こちら成婚に結びついたという

実績から、今後の参加者も期待されるところ

であります。 

   また、成婚に結びついたという実績もあり

ますので、結婚して、妊娠、出産、そしてそ

の後、河北町に住んでいただけるということ

を考えますと、費用以上の大きな効果になる

のではないかと考えているところです。 

   以上です。 
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○林委員長 「５番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 再び再質疑させていただきます。 

   ２款１項２目の職員研修費につきまして、

私は大変評価するところであるんですけれど

も、いかんせん人数が２名から４名しか参加

されていないので、今後増えればいいなと思

っているんですけれども、今後の実施方針な

どあればお伺いします。 

   続きまして、２款１項３目の会計管理費に

つきまして、こちらも、私、評価するところ

なんですけれども、今まで導入しなかった理

由と、今回導入したきっかけについてお伺い

します。 

   また、２款３項１目の戸籍住民基本台帳費

について、こちらも同様に、導入しなかった

理由と今回導入したきっかけについてお伺い

します。 

   以上です。 

○林委員長 「日塔防災・危機管理監兼総務課長」 

○日塔防災・危機管理監兼総務課長 自主研修の

参加人数が少ないということでのご質問でご

ざいますけれども、研修する人数でございま

すが、なかなかまとまっての研修が、時間を

取るのが難しいという中で、そのチームの中

で何人いいですかということでのお伺いはし

ているところでございますが、人数的にはこ

のような少人数というものになりますけれど

も、この人数でなっていると。 

   人が多い、団体を組んでの研修というのも、

当然、いい意味というか、メリットとかもあ

ると思うんですけれども、メリット、デメリ

ットがあると思うんですけれども、少人数は

少人数のいいところ、フレキシブルにとか、

回りやすいとかということで、この人数でま

ずやってもらっていると。 

   ２桁とか10人での研修が駄目だとかという

ことでの縛りを設けているわけではございま

せんので、その辺、自主研修に参加されるチ

ームの皆さんの総意をもって人数を決定して

いるということでございます。 

   あと、今後の実施の方針というものでござ

いますけれども、この研修、いろんな研修ご

ざいますけれども、この研修については、で

きるだけ多くの方が研修に参加されるように

ということで、継続して、まず実施していき

たいというふうな考えを持っているところで

ございます。 

   以上でございます。 

○林委員長 「鈴木会計管理者兼会計課長」 

○鈴木会計管理者兼会計課長 公金ステーション

を導入するに至った経緯についてお答えいた

します。 

   税の公金ステーションにつきましては、大

変便利なものであるということでありますが、

500万円以上するということで、これまでは導

入しなかったということでございます。 

   令和６年度におきまして、デジタル田園交

付金、デジ田交付金のほう活用できるという

ふうなことから導入に至ったというふうな経

緯でございます。 

○林委員長 「軽部税務町民課長」 

○軽部税務町民課長 キャッシュレス対応決済レ

ジスターの購入ですけれども、公金ステーシ

ョンと併せて、デジタルトランスフォーメー

ションということで庁舎内で取り組んでおり

ますので、そのＤＸの一環として、デジ田交

付金を利用して購入したということでありま

す。 

○林委員長 「５番安孫子真弥委員」 

○安孫子委員 終わります。 

○林委員長 以上で５番安孫子真弥委員の質疑を

終わります。 

   委員長から申し上げます。 

   ここで、14時40分まで休憩とします。 

     休 憩  午後２時３１分 

     再 開  午後２時３９分 
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○林委員長 休憩を解いて再開します。 

   次に、「６番木村章一委員」」 

○木村委員 最初に、50ページ、２款１項１目庁

舎費の光熱水費についてお伺いいたします。 

   役場庁舎の電源につきましては、水力発電

電力に切り替えたということで、これはゼロ

カーボンですから、非常に優れた取組だと思

います。評価申し上げます。 

   それで、光熱水費を、そういうことであり

ますが、より庁舎そのものが、エネルギー効

率のいい庁舎という、補助金を使っての庁舎

でありますから、金額ではなくて、キロワッ

トアワー換算、あるいはＣＯ２の重量換算と

いいますか、そういうふうに比較したときに、

令和５年と令和６年でどんなふうになってい

るか、省エネ型庁舎としての性能をちゃんと

チェックしたいと思いますので、その数字を

示してください。 

   次に、52ページ、２款１項３目会計管理費

でありますけれども、令和５年度は326万円ぐ

らいでしたが、令和６年度は1,200万余りとい

うことで、非常に大きくなっている。一つは、

公金ステーションの導入経費など初期経費あ

りますけれども、そのほかに、山銀への手数

料支払いが途中から半年間ということで、そ

れだけで、半年間だけで174万円もの負担があ

るということで、これどういういきさつ、経

過なのか。急に増えていることについて説明

してください。 

   それから、54ページ、２款１項５目デジタ

ル田園都市国家構想交付金、デジ田交付金な

んですけれども、いろいろと事業、４つほど

ありますが、それぞれの事業費は幾らかとい

うことと、その中で交付金ということですが、

どの部分、全額なのか、町負担はどのぐらい

なのかについてお聞きしたい。 

   自治体によっては、このデジ田交付金を膨

大に使っているところもあるようですが、河

北町はどの程度やろうとしているかお聞きし

ておきたいと思います。 

   それから、54ページ、２款１項５目広報広

聴活動でありますけれども、地元誌の地域の

ページの明日の予定に、河北町の予定という

のがなかなか出てこない。いつも私見ている

んですが、ほかの自治体だけで、河北町もい

ろいろ事業とか行事あるんですけれども、前

にもお聞きしたんですけれども、なかなか明

日の予定に河北町出てこない。どんな努力を

したのかお聞きしておきたいと思います。 

   58ページ、２款１項９目空き家対策費の空

き家バンクで、申請調査８件となっています

が、その後、この８件がどんなふうになった

かお聞きしておきたいと思います。 

   さらに、64ページ、２款１項３目マイナン

バーカード登録申請サポート事業ですが、マ

イナカードの普及率81.6％、現在はそうだと

聞いていますが、マイナカードと保険証ひも

づけの比率はどのぐらいか。また、これを解

消するなんていうこと、動きもあるようです

が、どのぐらいかと。 

   このマイナカード申請サポートの費用は、

その財源はどうなるのかについてお聞きして

おきたい。 

   それから、82ページ、３款２項５目児童福

祉施設費でありますけれども、認定こども園

整備事業費の内訳をお聞きしたい。 

   さらに、それぞれの認定こども園の保育士

の雇用状況、去年も聞きましたが、今年もお

聞きしておきたいと思います。 

   以上お聞きします。 

○林委員長 「日塔防災・危機管理監兼総務課長」 

○日塔防災・危機管理監兼総務課長 決算書50ペ

ージ、51ページの庁舎費の光熱水費の令和５

年と６年の比較ということでのご質問でお答

えいたします。 

   庁舎の電力につきましては、令和５年４月
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からやまがた水力プレミアムでの供給をして

おり、ＣＯ２排出ゼロということになってお

ります。 

   これに、ゼロということで地球環境保全へ

継続して取り組んでいくということになりま

す。 

   庁舎で令和６年度と５年度の光熱費の差と

しまして、議員の中でもお話しありましたけ

れども、金額というのは変動がございますの

で、電力使用量で比較させていただきますと、

令和６年度の庁舎の電力使用量につきまして

は、年間でございますけれども、453トンワッ

トアワーで、この電力で排出されるＣＯ２を

換算式で二酸化炭素排出量を求めると、182

トンＣＯ２パーキロワットアワーという単位

になります。令和５年度の庁舎の電力使用量

は年間441トンワットアワーでございまして、

この電力量で排出されるＣＯ２を換算式で二

酸化炭素排出量を求めると、177トンＣＯ２パ

ーキロワットアワーとなります。 

   今お示ししました二酸化炭素の排出量でご

ざいますけれども、庁舎供給電力が二酸化炭

素を排出する電力を使用した場合ということ

でお示しさせていただいたものでございます。 

   繰り返しになりますけれども、令和５年か

らでございますけれども、二酸化炭素の排出

量というのは、庁舎ではゼロというものでご

ざいます。 

   令和５年度と６年度の使用料を比較します

と、令和６年度が12トンワットアワーほど多

く、二酸化炭素排出量につきましては、５ト

ンＣＯ２パーキロワットアワー多くなってい

るところでございます。 

   その要因と捉えているところでございます

けれども、昨年度につきましては、２回選挙

がございました、期間的にも長い期間と、選

挙。あと、昨年度からクーリングシェルター

ということで、それを実施させていただいて

いるところでございます。その要因が主なも

のというふうに捉えているところでございま

す。 

   なお、今後も光熱水費につきましては適正

温度管理、冬の電源の消灯に努めて、使用電

力の節減に努めていきたいというふうに思っ

ているところでございます。 

   以上でございます。 

○林委員長 「鈴木会計管理者兼会計課長」 

○鈴木会計管理者兼会計課長 52、53ページ、２

款１項３目会計管理費、手数料の中の公金支

払いに係る手数料負担の経緯についてお答え

いたします。 

   発端ですけれども、令和４年の３月に、総

務省のほうから全国の自治体に対しまして、

指定金融機関等に取り扱わせている公金収納

事務等に要する経費の取扱い等についてとい

うふうな通知がございました。その中で、公

金収納事務等に係る経費等負担等を検証して、

適正な経費負担となるような見直しを行うよ

うな要請があったところでございます。 

   また、それと併せて、令和６年の10月から、

地方公共団体における給与の支給などを除い

た公金の支出に係る銀行間での手数料負担で

すけれども、これまで無料であったところが、

令和６年10月から税別で１件当たり62円にな

るというふうな通知があったところでござい

ます。 

   それを受けまして、令和５年８月に山形銀

行のほうから、令和６年予算編成における振

込手数料の予算措置のお願いということで、

依頼の文書が来ております。 

   その中では、金融機関を取り巻く環境が厳

しさを増しており、業務の見直し、改善を継

続しているが、コスト削減には限界があるこ

と、手数料については、過去の慣例のまま無

償または低額に据え置かれていましたが、一

般の方が負担している実際の既定料金とは、
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大きく乖離しているというようなこと、その

ようなことで、令和６年10月１日から手数料

の負担をお願いするというふうな依頼があっ

たところであります。 

   それを受けまして、令和６年度の当初予算

において、その分の手数料のほうを計上させ

ていただいたというふうな中身となっており

ます。 

   以上です。 

○林委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 決算書52、53

ページ、２款１項４目の企画財政費に絡んで、

デジ田交付金の内容でありますけれども、今

ちょっと資料確認しておりますので、後ほど

お答えさせていただきたいというふうに思い

ます。 

   決算書54、55ページの広報費ですけれども、

明日の予定のところになかなか河北町の予定

が載ってこないということでありますが、こ

ちらとしましては、各種メディアのほうに毎

週のように情報は提供しております。ただ、

それをどういうふうに取り上げてもらうかは、

メディアなどによりますので、なぜ載らない

かというところについては、何とも分からな

いところでありますが、ちょっと機会があれ

ば聞いてみたいかなというふうには思います。 

○林委員長 「日下部くらし応援課長」 

○日下部くらし応援課長 58、59ページ、２款１

項９目空き家対策費の空き家バンクについて

のお尋ねでございます。 

   令和６年度、空き家バンクの登録調査件数

８件ということで、その内容についてという

ことでございますが、空き家バンクにつきま

しては、既に登録されている物件につきまし

ても、登録期間が３年というふうに決めてお

りますので、その３年を経過して、さらに空

き家バンクのほうに登録されたいという方、

それから、新規に登録されたい方ということ

で、再度こちらのほうに登録していただくよ

うな形になっております。 

   令和６年度につきましては８件ということ

で、これまでにない登録件数となっておりま

す。この登録件数につきましては、令和６年

度、新たに全国版の空き家バンクのアットホ

ームへの物件登録なども始めたり、それから、

空き家対策ガイドブックの発行なども行って

おりましたので、そういったことから、登録

件数８件ということで大幅に伸びたのかなと

思っております。 

○林委員長 「軽部税務町民課長」 

○軽部税務町民課長 決算書64ページの２款１項

３目のマイナンバーカードの件ですけれども、

普及率で81.6％ということで、申請件数が

1,486件に対して、今現在交付している件数が

1,345件ということで、81.6％の、今、人口に

対する保有率が81.6％ということになってお

ります。 

   先ほど言われましたひもづけということだ

ったんですけれども、国保とのひもづけとい

うことだと思いますけれども、65％の方がひ

もづけされておりまして、最近の数字では

75％というふうに捉えております。 

   あと、解除の申請ですけれども、20件とい

うふうにこちらでは捉えております。 

   あと、最後の費用についてちょっと分から

なかったので、すみませんが、もう一度お願

いしたいと思います。 

○林委員長 「池田こどもみらい課長」 

○池田こどもみらい課長 決算書82ページ、83ペ

ージ、３款２項５目児童福祉施設費の中の認

定こども園整備事業費補助金2,119万6,840円

の内訳についてであります。 

   社会福祉法人敬愛信の会が1,060万1,424円、

社会福祉法人平和春秋会が1,059万5,416円と

なっております。 

   保育士数についてでありますが、かほくあ
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いこども園が、正職員が19名、臨時職員５名、

パート２名の合計26名になります。 

   保育士の配置基準に沿った必要な保育士数

としましては16名となっております。 

   ひなのこども園につきましては、正職員が

16名、パートが２名の合計18名になります。 

   保育士の配置基準に沿った必要な保育士数

としましては13名となっております。 

   以上です。 

○林委員長 「牧野政策推進監兼企画財政課長」 

○牧野政策推進監兼企画財政課長 失礼しました。

デジ田交付金の内容でありますけれども、河

北町の公式ＬＩＮＥ活用の経費が大体270万

円ほど、コンビニ交付につきましては2,500

万円ほどです。公金収納サービスとして、公

金ステーションが560万円ほど、キャッシュレ

スレジとして350万円ほど、あとＧＩＧＡスク

ールとしておおよそ1,600万円ほどで、全体で

5,300万円ほどになっているかと思います。そ

のうちの半分が一応交付金ということで、歳

入のほうでデジ田交付金ということで2,690

万円ほどの交付を受けているところでありま

す。 

   以上です。 

○林委員長 「軽部税務町民課長」 

○軽部税務町民課長 先ほどの費用の関係ですけ

れども、国保で発生する費用負担はそもそも

ないということであります。 

○林委員長 委員長から申し上げます。 

   決算審査特別委員会でありますので、一般

質問に類するような発言は避けてくださるよ

うお願いします。 

   「６番木村章一委員」 

○木村委員 何か失礼したかな。 

   デジ田交付金は、大体その交付金で半分は

自治体負担が必要だということなわけですね。

何か膨大に町の予算が何割も膨らむほど使っ

ている自治体もあるもんですから、そうする

とかなりその自治体の負担もあるということ

なわけでですね。分かりました。 

   空き家対策費での空き家バンクで、８件と

あれして、その中で問合せがあったとか、実

際に空き家を利用いただいたというか、販売

というんですか、そういうのに至ったなんて

いうことがあるかどうか知りたいんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

   それから、マイナンバーカードについては、

申請サポートの費用かかっていますけれども、

そういった財源は全部国から来ているという

意味の答弁だったんでしょうか。もう１回お

聞きします。 

   児童福祉費のほうは分かりました。 

   もう一度聞きます。 

○林委員長 暫時休憩します。 

     休 憩  午後２時５９分 

     再 開  午後３時０１分 

○林委員長 休憩を解いて再開します。 

   「日下部くらし応援課長」 

○日下部くらし応援課長 大変失礼いたしました。 

   令和６年度の８件の登録のうち、取引が成

立している件数は４件になっております。 

○林委員長 「軽部税務町民課長」 

○軽部税務町民課長 マイナンバーカードの申請

サポート等の財源ですけれども、会計年度任

用職員を１名採用して10分の10ということで

入に入っております。 

   以上です。 

○林委員長 「６番木村章一委員」 

○木村委員 空き家バンクについてでありますけ

れども、８件、その４件の取引があったとい

うことですが、これは以前からの登録分も含

めてのでしょうか、８件の、要するに８分の

４で50％という意味なのか、それとも以前か

らの分も登録になっているので、それの中か

ら４件ということなのかどうか。 

   さらに、なぜ今までそんなに、ここまで空
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き家バンク活発にあれはなかったんですが、

全国版に登録した、問合せをよこす、取引を

するというところが町外に広がった成果なの

かどうかについてお聞きしたいと思います。

いかがでしょうか。 

○林委員長 「日下部くらし応援課長」 

○日下部くらし応援課長 この４件の数値は令和

６年度に登録していただいたもの８件のうち

４件が販売終了しているというようなことに

なっております。 

   大幅に増えたというところでございますが、

先ほど申し上げたように、全国版のほうにも

載せたというのも効果があったのかなと思っ

ております。 

   あと、ガイドブック、昨年度、利活用編と

いうことで発行させていただきまして、令和

６年度に空き家の利活用のリフォームのため

の補助金なども創設させていただいておりま

す。そういったところもある程度効果はあっ

たのかなと思っております。 

○林委員長 「６番木村章一委員」 

○木村委員 空き家バンク、今後も期待していま

す。 

   以上で質疑を終わります。 

○林委員長 ここで委員長から申し上げます。 

   お諮りします。本日はこれをもって延会し

たいと思います。これに異議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

   異議なしと認めます。 

   よって、本日はこれにて延会とします。 

   明日９月９日は午前９時までにご参集願い

ます。 

   お疲れさまでした。 

午後３時０４分  延 会  
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